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放射線（放射能）について

Ⅰ　原発事故によるサンクロンへの影響

　サンクロンの原料は新鮮なクマザサの葉である。ク

マザサの葉の表面はワックスで覆われているので、雨

水などに含まれる放射性物質が付着する割合は野菜な

どと比較して非常に低いと考えられる。

　弊社では、福島原発事故の影響があるか否かについ

て、放射性物質の検査を続けている。その結果、昨年

採取したクマザサを使って今年４月まで製造していた

サンクロン、及び今年５月以降採取しているクマザサ

を原料に使っているサンクロンについて放射性物質の

検査結果をお示しする。

放射能測定結果

○４月11日報告及び５月23日報告

　　①ヨウ素131：検出せず（検出限界50Bq/kg）

　　②セシウウム134及び137の合計：検出せず

　　　（検出限界50Bq/kg）

　いずれも放射性物質は検出されませんので、サンク

ロンは安全といえる。皆様方のご不安を払拭するため

にも、原料に使うクマザサについて今後も月別、採取

地変更の場合はその都度、放射性物質の検査を続ける

予定している。

Ⅱ　放射線

１、放射線を放出する物質

　放射性崩壊の主なモードは、アルファ崩壊、ベータ

崩壊、核異性体転移、自発核分裂の４種類がある。そ

れぞれの崩壊には質量数が減少する場合と、変化しな

い場合がありこれらの崩壊プロセスのうち、アルファ

崩壊では核の質量数が常に４減少し、ベータ崩壊や核

異性体転移では質量数が変化しない。
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　このたびの東日本大震災では地震、津波の他に原発事故と被害に遭われた皆様は大変ご苦労をされておられ
ると思います。心からお見舞い申し上げます。
　今回のサンクロンNEWSでは、原子力発電所の事故以降、様々な物理用語がマスメディアで取り上げられ
ておりますが、これ等の用語は、我々の日常生活では接することが殆どありませんので、放射線の問題につい
て、分かりやすい解説をしてみたいと思います。

　先ず、混同されている言葉に、放射能と放射線がある。放射能とは、物理学的定義では、放射線を出す活性
力のことである。身近な例では、レントゲンでは放射能の照射を受けると表現する。今回の福島原発事故の場
合は、放射線を「浴びる｣或いは「被曝」（原子爆弾の被害は被爆である）すると言う表現になるので、両者には大
きな違いがあることを知ろう。
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２、放射線の強さ

　原子核が崩壊する時放出される物質には、アル

ファー線（α）、ベーター線（β）、ガンマー線（γ）がある。

３、放射線測定の機械

　原子核が崩壊する時の崩壊される物質ごとに測定器

は異なる。

　α線核種：液体シンチレーションカウンター

　β線核種：液体シンチレーションカウンター

　γ線核種：Ge半導体検出器、

　　　　　　NaIシンチレーションカウンター

　表面汚染：ガイガー・ミュラー検出器

　放射能の直接測定：加速器（ANS）※1

　注※１：加速質量分析計Accelerator Mass Spectrometry

４、放射線を放出する主な物質

　自然界には、放射線を放出している物質と、今回の

原子力発電所の事故のような放射線を受けて放射線を

出す物質に変化する２種類がある。

⑴天然放射性物質

　自然界に存在している放射線を出す主な物質は次

の通りである。

　　炭素（C）、カリウム（K）、ラジウム（Ra）

　　ウラン（U）、ラドン（Rn）

　このうち放射線を放出す炭素（Ｃ）は、年代測定に

使っているが、自然界に約１兆分の１程度存在する

だけで人体に影響することはない。次に、放射線を

出すカリウム（K）は、全カリウムの0.01%程度含ま

れるのみで、通常のカリウムと化学的性質は全く変

わらない。ウラン（U）は、放射性崩壊を繰り返し安

定した鉛に変わっていく。又ラドン（Rn）は特に問

題とならない。

⑵人工放射性物質（僅か存在する物質もある。）

　放射線を受けることで放射線を放出する物質に変

化する主な物質は次の通りである。

　セシウム（Cs）、ヨウ素（I）、コバルト（Co）、 

　プルトニウム（Pu）、ストロンチウム（Sr）

　この中で、今回の事故で各地で検出された物質は

セシウム（Cs）、ヨウ素（I）、プルトニウム（Pu）、ス

トロンチウム（Sr）である。

⑶天然放射性物質と人工放射性物質の違い

　下表は、主な天然放射性核種と人工放射性核種の

強さを比較した表である。

　この表で注意して欲しいのは、天然の放射性核種

に比べ、人工放射性核種の放射線の強さは桁違いに

強いことである。セシウムやヨウ素が身近で検出さ

れた場合、半減期に目が向いてしまうが、放射線の

強さにも十分注意しなくてはいけない。

５、ウランとプルトニウム

　原子力発電の原料となる物質は、ウランとプルトニ

ウムが主である。

⑴ウランの存在

　ウランは自然界に0.07%存在している。軍事利

用は100%成分を使うが、原子力発電は３%程度の

ウランを使う。

⑵原子炉で自然に発生する放射性物質

　ヨウ素131（半減期８日）、コバルト60（半減期5.3

年）セシウム137（半減期30年）、ストロンチウム（半

減期29年）、プルトニウム239（半減期24,000年）

⑶プルトニウム

　自然界には殆ど存在しない元素である。ウランの

核分裂により容易に増えるため、その取扱や保存に

は国際的な規制が行われている。現在、このプルト

ニウムを使用している原子力発電所※２もあり、使

用について国際的には議論が分かれている。この物

質は、あまり遠方に放出されず、事故原発の敷地内

に留まることが多い。

　プルトニウムについては、安易に入手できる物質

主な天然放射性核種と人工放射性核種の強さを比較した表
放射線の強さ／ｇ 半減期

天然放射性核種
ウラン238 １万２千ベクレル 45億年
ラジウム226 370億ベクレル 1,600年
カリウム40 26万ベクレル 12.5億年

人工放射性核種
セシウム137 ３兆２千万ベクレル 30年
ヨウ素131 4,600兆ベクレル ８日
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として、現代の核兵器に使用することが多く、プル

トニウムは「地獄の神」の別名を持っている。

　注※２：いわゆるプルサーマル発電である。このプルサーマ
ルとは、プルトニウムのプルとサーマルニュートロ
ン・リアクター（熱中性子炉）のサーマルを繋げた和
製英語（plutonium thermal use）である。

６、放射線の軍事利用

　大別すると、原子爆弾と水素爆弾であるが、最近は

劣化ウランやプルトニウムが核弾頭に使われる例が多

くなっている。原子爆弾と水素爆弾について簡単にそ

の違いを次に示す。

①原子爆弾は、ウランやプルトニウム等が原料で、

高温を利用し核爆発により目的を達する。

②水素爆弾は、重水素、三重水素（トリチウム）等が

原料で、非常な高温の下で核融合が行われ目的を

達成する。

７、放射線（放射能）の平和利用

　放射線や放射能は恐ろしいと誰もが思っている。一

方では、私達の身近なところで様々な分野で使われ、

なくてはならない物質として、生活に密着している。

主な使用方法を次に示した。

①医療：Ｘ線検査、核医療（CT、MRI）、がん治療、

　　　医療機器や血液の滅菌等

②工業：プラスチックの性質改良、半導体加工、厚

　　　みの検査、非破壊検査、原子力発電等

③農業：品種改良、食品保存、害虫駆除等

④化学：ガスクロマトグラフィー、質量分析計等

⑤その他：年代測定、文化財の調査等

Ⅲ　福島原発で問題になっている物質

　今回の福島原発の事故で、マスコミ報道された放射

性物質はヨウ素、セシウム、ストロンチウム、プルト

ニウムである。

１、 放出され問題になっている元素

⑴ヨウ素

　ヨウ素は海草に沢山含まれている。

　この物質は、ハロゲン物質※３のため非常に反応

しやすい物質で、身体に入るとヨウ素は甲状腺に沈

着する。その結果、成長ホルモン異常、甲状腺種、

バセドウ氏病、高血圧、糖尿病の原因となる。

　但し、通常に食事でよく海藻を摂取している人は

甲状腺にヨウ素が十分存在するので、心配ない場合

もある。原子力発電所がある市町村にはヨウ素剤が

保管されている。

⑵セシウム

　セシウムはアルカリ金属※４のため血液に良くと

け込むので、筋肉組織に蓄積されることが多い。半

減期が長いだけに蓄積すると様々な影響を与える。

体がだるい、疲労が改善されないなどから始まり、

癌になったりする。

⑶ストロンチウム

　ストロンチウムはアルカリ土類金属※５のため骨

に沈着する。この物質は半減期が長いので非常に危

険な物質で、このため雨にでもあったらよく「はげ

ます」と言って避けることが常識となっていた時代

がある。

⑷プルトニウム

　プルトニウムは遷移元素※６に属し、前述したが、

ウランの核分裂によって増殖する。

　注※３：ハロゲン物質（フッ素、塩素、ヨウ素等である）
　　※４：アルカリ金属（ナトリウム、カリウム、セシウム
	 等である）
　　※５：アルカリ土類金属（マグネシウム、カルシウム、カ
	 ドミウム、ストロンチウム等である）
　　※６：主として３属から11属に含まれる金属（ジルコニウ
	 ム、バナジウム、クロム等である）

２、 放出された物質の挙動

　福島原発で放出された放射線を放出する物質の自然

界における動き。

⑴ヨウ素

　陰イオン※７のため土壌吸着はされず、水脈があ

れば地下浸透し地下水に移行する。このため、地下

水を利用している飲み水には、注意が必要である。

しかし、前述したが、過度の心配は無用で、添付さ

れるデーターを信頼するべきである。

⑵セシウムとストロンチウム　

　陽イオン※８のため、土壌の陽イオン吸着能力か

ら、地下浸透せず表土に吸着する。このため、地下

水の汚染はないと考えられる。但し、地表水はこの

限りでない。

　土壌に吸着されたセシウムとストロンチウムは、

植物に吸収されると思われるので、追跡調査は必要
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であろう。あまり神経質になる事はないと思われる

が、知っておいて欲しい。

　注※７：陰イオンとは原子にマイナスのイオンを持っている
元素である。

　　※８：陽イオンとは原子にプラスのイオンを持っている元
素である。

解説（食塩の例で示す）

　　食塩の分子式は、Nacℓであるが、Na（ナトリウム）

は通常Na＋の意味で、Cℓ（塩素）は通常Cℓ−の意

味となっている。このためナトリウムを陽イオン、

塩素を陰イオンと呼んでいる。

３、 水素爆発

　福島原発の事故で水素爆発が起きた。なぜこのよう

な現象が起きるかについて簡単に説明する。

⑴空気中には次のような物質が存在している。

　　窒素（78％）、酸素（21％）、アルゴン（0.9％）、二

酸化炭素（0.04%）、水素（５×10-5 %）

　空気中には水素は非常に僅かしか存在していない

ことが分る。

⑵何故水素爆発が起こるか。

　大気中で水素が４%以上になると酸素と反応し爆

発する。

　今回水素爆発が起こった理由は、建物内が高温と

なり、水蒸気が大量に充満したため、ウラン燃料棒

の皮膜に使われていたジルコニウムが高温の水蒸気

と反応して、水素を発生させたのである。

Ⅳ  放射線よもやま話

１、筆者が経験してきたこと

⑴わが国は原爆（広島：ウラン使用、長崎：プルト

ニウム使用）と水爆（第５福龍丸事件：ビキニ環礁

水爆実験）とを世界で唯一経験した国である。こ

れまで、放射線の取り扱いについては世界で最も

安全な国と筆者は思っていた。今回の事故は、そ

の信用を全く否定するものである。

　　長野県で検出した最大の放射線は、昭和38年

１月１日の10,423cpmであった。現在の測定単

位のシーベルトなどと比較にならない高い値で、

原因は当時米国とソ連が原爆や水爆の実験を次々

と行っていたからである。

　　このため、前述したが雨が頭に当たると「はげ

る」と言われていた。筆者自身も当時降雨や屋根

粉塵を集め測定していた。特に、屋根に積った粉

塵はガイガー・ミュラー測定器の針が振り切れる

ほどの値を観測した経験がある。いわゆるジャイ

アントパーティクルと呼ばれている物質である。

　　水爆と原爆の違いを比較することがあるが、放

出される放射線は、原爆と水爆の爆発時の温度に

大きな差があるので、両者独特の様々な核分裂物

質を発生させている。

⑵放射線については常に関心を深めておくべきと思

う。筆者は、放射線測定を担当したこともあり、

この問題に常に関心を抱いてきた。

　　浜岡や敦賀の原子力発電所を見学したことなど

は、原子力発電に関心を持っていたからである。

　　筆者の一番の思い出は、ニューヨーク郊外のウ

エストポイント陸軍士官学校の敷地内にある「戦争

博物館」“War Museum”を訪れた時のことである。

様々な展示物の中に、広島で使った原子爆弾の同

寸大の模型を見た時の印象である。詳しい大きさ

は忘れてしまったが長さ2.2m、幅1.5mほどの大

きさの真黒な模型が天井から吊るされていた。

⑶筆者は、2007年７月16日新潟県中越地震が発生

した時、モスクワに滞在していた。TVの放送で

は言葉が分からないため、市内で英字新聞の“The 

Moscow Times”を購入した。トップ記事に地震

被害より柏崎原子力発電所の事故を大きく取り上

げ、記事の内容は原子力発電所のことばかり掲載

されていた。早速、長野に住む弟に電話を入れた

が「大した被害はない。原子力発電所の問題も大

したことがない」と説明があったので、ほっとし

たことがある。

　　この時、ロシア国内の報道は、チェルノブイリ

の事故を経験しているだけに、地震の被害の報告

は殆どなく原子力発電所の被害に限って報道して

いることに気がついた。恐らく、今回の福島原発

の事故も、国内のマスメディアで取り上げられる

以上に、海外のマスメディアは原子力発電所の事

故を取り上げているのだろうと思った。
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新潟県中越地震を報じた“The Moscow Times”の記事を紹介する。

Ⅴ  終わりに

　放射線、放射能は目に見えない物質であるため、被

害や将来の問題を考えると、恐怖を覚えることがある。

この恐怖から逃れることはできないが、日頃、原子力

発電所や放射線、放射能に少しでも関心を持つことに

より、ある程度の恐怖感と戦うことができると思って

いる。

　同時に、原子力発電が推進されてきた理由の一つは、

地球温暖化の原因物質である二酸化炭素（炭酸ガス）を

減らすことだった。自然に優しい代替エネルギーには、

太陽光発電、風力発電、地熱発電、波上発電等様々あ

るが、原子力に匹敵するエネルギーがないのが現状で

ある。
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サンクロンの広告　「株式会社ウェッジ」が発行するWEDGE2011年１月号に掲載


